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資料 １



安全衛生対策項目の確認表の普及への取組状況

○ 「安全衛生対策項目の確認表の作成について」

（令和5年8月9日付け国不専建第24号）により、
建設業者団体に下記について依頼。

・各専門工事業団体に対して、「安全衛生対策項

目の確認表（参考ひな型）」及び「説明書」並びに

先行的に作成した工種の確認表を参考に、工種

ごとに「安全衛生対策項目の確認表」を検討、作

成いただくよう依頼。

・すべての建設企業に対して、建設工事の現場に

おいて、「安全衛生対策項目の確認表」を活用す

ることにより、元請負人と下請負人との間で安全

衛生対策の分担を共有し、安全衛生経費の適切

な支払いにつなげていただくよう依頼。

○上記について令和5年8月9日に報道発表を実施。
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専門工事業団体の検討状況

○専門工事業団体に取り組み状況を聞き取り

・Ｒ５年１２月時点（依頼から４ヶ月後）の専門工事業団体の検討状況を調査した。

・対象約９０団体のうち、回答があった７３団体の検討状況を整理した。

・作成済み及び参考ひな型を使用する団体は２１団体（内、先行工種は１４団体）、

作成中は１６団体、作成するか対応を検討中は１７団体、

作成しないは６団体であった。
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専門工事業団体からの意見等

【２ 作成中】

・不適切な取引先はいつも安全衛生経費を適切に支払おうとせず、値引きを強いてきます。

一方で適切な取引先なら、なんの推奨も強制もなく、適切に支払ってくれます。

大元の発注者に理解を広げる取組みも同時にご実施ください。

・ 会員意見の中に、費用負担条件の判断基準に懸念の声が多々あったことを踏まえ、今後、

国交省WGが予定している「標準見積書」検討の結果、その方向性や参考ひな型が示された

後、 改めて会員の意見を聴取した上で、確認表と併せて全体を纏めていく予定です。

・ 素案を作成しておりますが、役員より「改修工事での課題を表現できないか」との指示があり、

検討中です。

・確認表を作成したとして、どの場面で使用するのか（使用しなければならないのか？）が明確

にならないと、形だけのものになってしまう懸念があります。

地場ゼネコンやデベロッパーがどれだけこの制度を理解し、活用しようとするかを見極めてか

らでも運用するのは遅くはないのかな、とも思っております。

【１ 作成済み・参考ひな型を使用】

・ 協力会社への認知拡大・使用方法等を検討中。

・ 協会会員に広く告知を行う予定です。
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専門工事業団体からの意見等

【５ その他】

・ 会員各社に対応を任せている（９団体）

・ 所属企業の実情がそれぞれ異なるため、確認表を使用するかどうかは企業ごとの対応となりま

す。組合連合会としては周知までとなります。

・ 既に見積り書に計上している（２団体）

【４ 作成しない】

・ 検討を重ねてまいりましたが、会員会社の所在地が全国にまたがっており、また個々の会社の

規模に大きな差がある為、協会として統一したひな形での作成を断念致しました。

【３ 作成するか対応を検討中】

・ 元請から確実に安全対策経費が支払われるか、また、作成書類の簡素化に逆行しているの

ではないかといった他団体からも出ているような意見がありました。

仮に事業者団体で確認表を作成しても位置付けは任意のもので、また、活用も事業者団体内

に限られますが、国交省としてはそのあたりはどのように考えてるのでしょうか。

・ 現在、働き方改革において作成書類の簡素化を図っているところであり、新たな作成書類が

増えることについての抵抗がある。


